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二人の主人公と登場する3人の男たちの姿に
自分を重なりあわせて 感想
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小夜子と葵は、二人の出会いを通して、時に意気投合し、時に亀裂も生じるが、
最後にまた交わっていくこととなったことに拍手を送りたい。

人は、一歩外へ足を踏み出していくことで、新たな人生が開けると思う。
これまで私は、こういうスタンスで歩んできたが、これからも人との交わりを恐れず前を向いていきたい。

人との出会いの結果を恐れていたら、何も得られない。リスクなくしてリターンなし。
この読書会メンバーとの出会いにも感謝したい。

ナナコと事件を起こした後の葵への接し方が、
母親とは少し違う。
引き裂かれ声をきくことも禁じられていた
ナナコとの再会の手引きをする。

人間として、粋なところがある。
やさしさを備えている。

同じ父親として好感がもてる。

葵さらに女子従業員と親密。
井戸端会議レベルではあるが、世間話
（特に特定の社内のだれかの情報）を
きっかけに、相手に接近。
食事・酒をとうして親密になっていく。
（複数の相手との肉体関係　ありう
る？）
小夜子は、一線をおいている。

だらしのない感じの男ではあるが、
相手の気持ちをとりこむのが上手。
自分が喋るだけではなくて、相手の話
をきいてあげるｽｷﾙがあると思う。
女性の気持ちをひきつけるものをもって
いる。

結婚前から、小夜子が社会に出て働くことに違和感は
なかったが、今回、小夜子が、娘の育児の途中で、突
然仕事をしたいと申しでたこと。しかも仕事の内容が結
婚前の内容とこ異なり、掃除業務ということもあり、あ
まり妻の行動をこころよく思っていない。

女性が社会の中で、男性同様働くことに理解はしめし
ているが、妻が働きにでることによる自分への影響。
育児の分担、家事等、食事づくりの分担にとまどいを覚
えている。

「男女共同参画、ワークライフバランスのすすめ」といっ
た時代背景のなかでの、15年前の我が国における男
性のひとつの意識、姿勢が表現されていると思う。

今は、だいぶ変わってきたが、、、。

65年生きてきて、夫、父親、社会の一員を担ってきた自分の姿と重なる部分があり、
男と女（妻、子、同僚、知人、友人等）との関わり方について、立ち止まって考えるよい機会となりました。


